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【各務原市教育ビジョン】 

◇基本理念 「笑顔があふれる元気なまちへ」 ～心豊かで文化を育む人づくり～ 

◇基本方針 Ⅰ 心豊かでたくましく、自立した人間形成を支える教育を推進します 

Ⅱ 文化的で潤いのある市民生活を支える学びの機会を充実します 

Ⅲ 健康で活力ある地域づくりを支えるスポーツ活動を推進します 

 

【稲羽中学校区の教育課題】 

◇成果 ・三世帯家庭が非常に多く、祖父母の家庭での役割や子育てに対する影響がまだ強く残っている。 

    ・学校の教育活動に理解を示し、授業参観や奉仕活動に積極的に参加する保護者が多い。 

    ・素直な生徒が多く、ボランティア活動やふれコミ隊の活動などにも進んで参加できる。 

◆課題 ・自分で考え正しく判断したり、根拠をもとに自分の考えを豊かに表現したりする力に弱さがある。 

    ・学校が主体となる小中連携をさらに地域主導の連携に発展していけるかが今後の課題である。 

 

【コミュニティ・スクールの基本理念】 

①「地域に開かれた学校」から「地域が運営する学校」へ 

②「地域○に誇れる学校」から「地域○が誇れる学校」へ 

③学校で学んだことを「将来」（キャリア）に、「地域」で“再現”できる“稲羽っ子” 

 

義務教育９年間を見据えて、「将来」に「地域」に貢献できる“稲羽っ子”を育てる 

 

 

【稲羽西小学校】 

学校の教育目標 

豊かな心で ねばり強くやりぬく子 

～よく考える子・認め合い高まる子・進んで体を鍛える子～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【稲羽中学校】 

学校の教育目標 

 

 

 

【稲羽東小学校】 

学校の教育目標 

進んで 力いっぱい やりぬく子 

～「ありがとう」と「えがお」があふれる学校～ 

 

 

 

 

【学校運営協議会】 

（１）学校との連携（校区の学校運営の方針・計画等の説明⇔承認） 

（２）行政との連携（校区の学校運営に関する意見⇔委員の任命） 

（３）保護者・地域との連携（各校ＰＴＡ、学校評価委員会、青少年育成市民会議との連携） 

（４）人材バンクの管理（部活動・クラブ、教育講演会、ボランティア活動、地域防災、学習支援等） 

【年間３回程度の開催（４月、７月、２月を予定）＋各校で学校評価委員会を実施】 

【小中連携の具体的な活動】 

（１）教職員の交流（小中相互の教員派遣、小中合同の職員研修など） 

（２）学校行事の小中連携（運動会・体育祭・合唱発表会等の参観・参加など） 

（３）ユニバーサルデザインの小中連携（９年間を通した学習指導や生活指導など） 

（４）校区３校共通の情報発信（３校独自の活動の紹介、啓発活動など） 

志を立て 夢の実現めざして粘り強く挑戦する生徒 

 



 


